
地

球

節
十
巻

解
式
班

本
邦
鋸
産
物
並
に
鎖
床
の
地
理
的
分
布

8

石

川

成

草

滞
俺
鏑

木
鋸
は
本
邦
鋸
産
物
中
濃
も
分
布
贋
き
も
の
空

で
･
本
州
､
田
圃
､
九
州
六
十
八
国
中
四
十
七
絢
,
舵

海
学

表

中
渡
島
後
志
二
図
よ
産

出
す
る
､
溝
俺
鋸
漂

,
中
重
層
以
前
の
地
層
去

る
も
の
ビ
ー壷

二
配
以

後
還

暦
に
在
る
も
の
孟

二
に
大
別
す
る
事
が
出
凍
る
が
､
就
中
分
布
の
虎
い
の
は
前
者
で
あ
っ
て
･
四
十
四
図

に
亙
り
て
居
る
'
騎
虎
の
形
は
眉
豆
状
か
叉
は
金
魚
不
規
則
で
あ
る
｡

後
者
は
悪

､
陸
奥
､
羽
後
'
能
登
に
あ
る
.
後
志
図
美
利
加
東
山
の
墨

は
､
警

雷

で
,
角
閃
菖

岩
の
上

に
催
し
'
洪
積
寵
の
砂
塵
骨
に
被
は
れ
'
浦
俺
東
成
は
竺

雷

に
も
其
上
の
砂
塵
中
に
為
在
る
0
陸
奥
囲
大
鰐
に

は
､
石
英
粗
曹

帯

幅
讐

尺
の
裂
欝

あ
っ
て
･
蒲
俺
鋸
が
之
晶

充
し
て
居
る
･
羽
後
固
大
館
に
誓

田
館
に

誉

の
は
'
鋸
藤

の
幅
三
乃
票

尺
､
上
磐
は
貫
岩
で
､
下
磐
は
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
,
能
雷

潮
風
に
は
,
普

慧

冨

磯
岩
中
に
､
不
規
則
蒜

状
姦

し
義

俺
鋸
床
が
雪

て
､
慧

蒜

ふ
,
是
は
誉
石
の
霜

が
縫
取

で
交
代
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
'
碍
登
轍
路
の
悔
樺
に
は
･
不
規
則
な
癌
状
基

し
た
浦
俺
騎
虎
が
玄
武
岩
の
上
去

る
'
産
頓
は
唐
木
障
(長
野
)
が
竺

で
､
中
山
(東
讐

美
利
加
(後
志
)
の
脂
序
-

る
,
琴
石
は
浦
俺
の
酸
化
物

で
軟
溝
俺
鋸
が
最
も
多
-
､
梗
浦
俺
鋸
や
浦
俺
士
を
多
少
混
じ
て
居
る
｡

慧

鋸

盃

は
酸
性
火
成
岩
に
聯
-

る
鋸
床
に
多
-
,
是

内
-

,
花
-

,
叉
は
石
英
粗
腎

石
､
石
英

斑
岩
の
附
近
'
又
は
是

等
の
火
成
岩
の
質
入
せ
る
古
生
暦
､
中
生
暦
中
に
在
る
,
鋸
脈
か
接
梱
鼻
異
教
康
か
又
は
沖



r{･'カウ
1

7ケ
JY

Eク･>

ヵ
′ヤ

ゥ
シ
Pバル

積
磯
原
で
-
下
野
酋
浬
-
常
陸
鈴
高
野
ー
但
馬
明
讐

鼎
披
鹿
谷
~
大
隅
鹿
屋
､
日
向
岩
tA

(
中
村
後
原
)
ー
及
び

7女
シ
カ

屋
久
島
に
あ
る
の
は
触
脈

(
周
防
玖
珂
東
山
に
も
鋭
脈
あ
-
)
で
､
周
防

二

庇

､

玖
珂
､
長
門
長
登
'
登

別
三
ノ
膚

日
向
音
ケ
引
Li
あ
る
の
di
.
按
嫡
捷
質
鋭
床
'
美
濃
滞
木
に
あ
る
の
は
､
沖
積
餅
原
で
あ
る
｡

鋸
物
は
次
重
石
だ
織
溝
俺
釆
石
が
普
通
で
,
何
れ
も
錫
石
だ
同
じ
-
高
温
皮
で
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
岩
壁
分

化
鋸
床
や
接
偶
錬
床
に
産
出
す
る
革
が
多
い
｡

ス
イ
ヰ

水
銀
鍍

辰
砂
だ
自
然
水
銀
で
p
南
北
日
本
の
外
昔
に
賦
春
し
,
大
和
駒
蹄
だ
'
阿
波
の

水

井

坑
が
名
高
い
が
､

近
年

高

坂
は
な
い
､
騎
虎
は
鉱
脈
1J
沖
積
餌
床
1,あ
ら
･
傭
脈
状
の
も
の
に
は
(
1
)辰
砂
が
合
金
石
英
脈
中
に
産

す
る
も
の

(長
橋
煤
波
佐
見
,
膿
兇
島
腕
大
日
.1
於
け
る
が
如
し
)､
(
ニ
)辰
砂
が
岩
石
の
裂
醇
を
墳
充
し
､
叉
は
其

軟
弱
部
に
浸
放
せ
る
も
の
(毒
滞
双
演
術
附
妃
に
於
け
る
が
如
し
)
･
(
≡
)自
然
水
銀
が
聖

嘉

砂
岩
中
に
散
鮎
し
又

は
脈
状
を
為
せ
る
も
の
の
三
様
の
産
状
が
あ
る
｡

銀

山

所
在
嘱
囲

様

似

水

銀

父

ノ

川

駒

蹄

蛭

子

館

波

佐

見

･ 癖

長 岩 奈 愛 徳 目

高･i?
堤良辛毎

地

質

石

衣

岩

古

生

暦

菅

生

厨

花

園

岩

古

生

轡

石
粥
料

蹄
岩

の
箕
鵡
せ
る

解
三
紀
伊

本
邦
鎖
産
物
飽
.1
錬
船
の
地
現
的
分
布

童 仝 仝 仝 全 貌 鋸 鉱石 ･

脈 膿 尿
五
七



地

球

第
十
徐

約
五
班

義

大
口
及
牛
犀

鹿

児

島

輝
石
安
山
岩

仝

蒼
鉛
錆

自
然
蒼
轍
だ
硫
化
物
が
普
通
で
､
宙
北
日
本
の
内
昔
に
於
て
､
盛
々
に
散
在
し
て
居
る
.
鋸
戊
は
鋸
脈

ビ
按
嫡
慶
賀
錬
床
ど
の
二
様
が
あ
ゎ
､
前
者
に
於
で
は
､
金
銀
銅
飴
に
伴
ひ
､
酸
性
の
火
成
岩
中
に
麗
ら
､後
者
で
は

重
石
鋸
や
水
蘭
鋭
孟

壷

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
.
主
な
る
産
地
は
'
閣
輝
(
下
野
)
p
中

ノ
讐

越
後
)･
金
青
潮

(但
馬
).伊
茂
岡
(美
作
)A.
朝
出
(同
)､
富
岡
(
丹
波
)
-
細
岡
(
飛
讐

二

二
番
(登

別
)等
で
あ
る
,
近
年
細
岡
,
足

尾
東
山
か

ら
忠
に
産
額
を
埼
加
し
た
｡

水
鉛
錦

郎
水
飴
鋸
で
.
口
本
の
内
帯
､
特
に
南
日
本
の
花
南
岩
地
方
に
あ
-
:
騎
虎
は
鋸
脈
ビ
接
細
慶
賀
錬
成

k
Jあ
ゎ
7
主
L･4
る
所
在
地
を
馨
れ
ば
左
の
如
し
｡

叡

山

白

J

伊

田

1

位

/

内

川

内

附

近

所

在

岐

卑

膳

岡
山

牒

島

根

堀

新

潟

腺

坐

地

質

花 芽E花 片

閏 ∵園 楠 腫

岩 岩 岩 .栄

花
園
岩
だ
有
壁
暦

騎

虎

鉱

脈

蘭

脈

鋭

膳

鋸

脈

按
価
層
塵
質
騎
虎

視
線

主
に
硫
枇
成
敗
で
､
鶏
冠
石
p
推
黄
は
石
狩
園
常
山
演
に
産
出
し
た
事
が
あ
-1
･
白
熱
批
は
埜

剛
赤
谷
鋭

山
が
有
名
セ
ぁ
る
が
､
近
年
産
出
を
開
か
な
い
,p
硫
批
銀
鉱
は
､
銅
､
鈴
,
虚
鎗
館
山
に
頻
-
賦
存
し
て
居
る
,
鋸

床
は
鮮
脈
'
交
代
鋸
床
f
及
接
鯛
礎
褒
鎖
床
の
三
魔
が
あ
J?
･
火
山
墳
戴
口
の
附
妃
に
昇
華
物
ビ
し
て
硫
化
物
を
附



薯
す
る
轟
も
あ
る
ー
主
L･B
る
鶴
川
は
左
の
通
り
｡

瓜 川 音 戟

ケ

谷 内 淵

所

在

宮

崎

煉

大 新

大

切

鎗

経

常

山

渓

赤

谷

大山石

梨 分 分 潟

狩 解 悌 屈 嚇

地

質

石
･#
斑
岩

に
妃4
J

古
生
暦

花
柄
岩

に

泣
き

宙
北
Ji;

irLL
g

&

古

庄

暦

花

園

岩

火

山

岩

錬

成

接
触
担
貿

坐鍍
脹
'
二

部
交
代

鍍

脈

昇 鮮

藤

井

楳

洗

紋

岩

蘭

脈

石
炭

石
炭
は
本
邦
鋸
産
物
甲
最
も
賓
妥
な
る
も
の
で
･
金
閣
錬
産
倍
額
の
約
七
割
に
営
む
､
産
額
は
世
界
語
間

中
第
五
位
を
占
め
,
之
を
地
方
別
に
す
れ
ば
,
産
頬
の
讐

は
両
岡
僻
で
金
閣
絶
産
額
の
約
五
割
を
産
出
し
､
筑
豊

汲
凹
が
政
も
蛋
婆
で
あ
る
0

1
炭
山
だ
し
て
産
衛
の
金
閣
に
冠
た
る
は
三
池
汲
坊
で
も
年
報
二
〇
〇
万
噸
以
上
に
達

す
る
P
筑
地
還

円
に
於
け
る
主
要
な
る
炭
山
は
大
之
浦
･
三
井
田
川
､
二
渦
で
何
れ
も
年
複

1
0
0
万
噸
以
上
で
.

年
産
衛
五
〇
ガ
噸
以
上
の
炭
山
は
数
多
あ
る
'
雨
間
棟
に
次
で
産
額
の
多
い
の
は
北
淑
造
石
狩
泉
田
で
.
産
鞠
は
何

滴
岡
膳
の
約
三
分

盲

あ
る
が
､
近
年
藤
尾
の
勢
は
本
邦
各
及
南
中
の
聖

で
あ
る
･
主
要
な
象

山
は
J
夕
娘
'

三
菱
美
唄
､
新
夕
張
二

二
非
砂
川
等
で
あ
る
･
警

這

浦
島
楳
常
磐
炭
田
で
.
年
産
槻
北
海
道
の
約
三
空

､
主
要

な
る
洪
山
は
内
郷
､
入
山
等
で
あ
る
･
第
四
は
長
瞳
髄
で
,
主
層
炭
山
は
臨
月
'
姶
良
'
高

島
で
あ
る
'
第
五
は
竹

本
邦
銀
産
物
北
,1
舛
肺
の
地
誌

分
布

.
書

芸



地

球

第
十
容

解
五
班

葛
六

六

〇

口
脂
で
主
要
炭
山
は
'
宇
部
炭
田
の
沖

ノ
;
で
あ
る
'
第
六
は
佐
賀
梶
で
'
主
要
炭
山
は
'相
知
p芳
容
､
杵
島
等
で

あ
る
.
第
七
は
茨
城
膳
で
も
主
賓
な
る
は
茨
城
無
煙
炭
坑
で
あ
る
0

前
記
本
邦
の
譜
泉
刑
の
地
質
は
何
れ
も
第
三
紀
層
で
'
始
新
釈
乃
至
中
新
続
に
属
し
､
炭
暦
の
数
は
'
三
十
暦
内
外

で
､

7
炭
層
の
厚
さ
は
､
二
十
五
尺
を
最
大
ビ
し
､
薄
き
も
の
は

1
尺
内
外
の
も
の
も
あ
る
､
北
海
道
で
は
厚
さ
二

尺
以
内

の
石
炭
は
稼
行
L
無
い
が
､
佐
賀
膳
､
長
崎
願
等
の
運
搬
至
便

の盛
で
は
～

t
尺
以
内
の
石
炭
を
も
稼
行
し

て
居
る
､
炭
質
は
種
々
あ
る
が
'
何
れ
も
揮
敬
分
の
剖
令
に
多
い
滞
蘭
炭
で
､
敬
熱
量
は
五

〇
〇
〇
カ

ロ

リ
ー
内
外

か
ら
､
殆
ん
?,/J
八
〇
〇
〇
カ

ロ

リ
ー
に
連
す
る
も
の
が
あ
る
'
就
中
有
名
な
の
は
北
海
道
の
夕
張
汲
.

長
崎
膳
の
高

島
茨
､
大
牟
田
の
三
池
炭
､

筑
愚
の

一
等
汲
等
で
あ
る
｡

朝
鮮
に
放
て
は
平
壌
炭
田
が
最
も
重
要
で
.
地
質
は
古
生
層
乃
至
中
生
暦
で
､
泉
質
は
牛
無
相
貌
で
あ
る
､
僻
第
三

紀
層
中
の
炭
田
も
平
安
遺
'
黄
海
濫
及
び
威
鋸
南
北
濃
等
各
地
に
あ
る
が
､
内
閲
磯
さ
れ
無
い
｡

樺
太
泉
田
は
'
南
部
の
問
海
岸
に
在
り
.
近
年
漸
次
開
登
せ
ら
れ
'
大
正
十
五
年
の
産
簡
約
二
五
万
噸
に
達
し
た
､

地
質
は
第
三
紀
層
で
､
北
海
道
の
続
き
だ
考

へ
ら
る
る
｡
基
轡
の
炭
田
は
､
北
部
基
北
附
近
の
も
の
稼
行
せ
ら
れ
'

大
正
十
五
年
の
産
鞄
は
'
約

一
八
C
寓
噸
に
逢
し
た
｡
地
贋
は
第
三
紀
中
新
統
で
､
炭
質
は
優
良
で
な
い
.

石
油

本
邦
の
池
田
は
'
何
れ
も
第
三
紀
層
で
､
北
は
樺
太
､
北
海
道
に
あ
わ
､
本
州
で
は
新
潟
輝
が
主
で
.
釈

田
煉
p
山
形
牌
に
も
油
田
が
あ
-
'
基
轡
は
新
竹
州
内
の
油
田
が
近
年
頓
に
産
額
を
増
加
し
､
賂
衆
望
を
嘱
せ
ら
れ

て
居
る
'
新
潟
腺
の
油
田
は
､
社
家
本
邦
油
圧~
中
最
も
寵
要
な
も
の
で
あ
っ
て
'
産
額
は
新
浄
油
m
が
第

l
で
七
四

両
油
MEti之
に
次
ぎ
､東
山
､金
津
の
爾
油
田
は
､
産
額
が
進
に
少
な
い
ー
新
潟
棟
の
油
H
は
､
.大
正
三
年
か
ら
七
年
頃



I-

迄
の
間
が
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
が
､
其
後
産
敬
が
漸
減
し
た
-
今
や
粍
掘
時
代
に
入
-
､督
業
者
は
官

万苦心
し

て
産

讐

増
加
に
努
力
中
で
あ
る
､
款
m
服
の
油
m
中
で
は
,
常

･
簸
川
､
鵜
川
の
三
油
田
は
産
欝

伯仲の周
に
満

っ
て
･
由

利
油
田
は
産
額
が
少
な
い
,
大
正
三
年
黒
川
油
田
の
大
噴
油
が
世
人
史
解
か
し
て
以
衣
'
盤
川
'
道
川
等

の
抽
出
が
潰
々
震

し
て
二

時
新
潟
膳
の
油
田
盈

警

る
勢
で
あ
っ
宗

､
其
後
頓
挫
し
て
'
今
で
は
亦
新
潟

膳
の
油
田
が
本
邦
中
筋

l
位
を
占
む
る
轟
だ
為
っ
た
o

構
造
は
背
斜
暦
の
轟

岩

油
是

溜
す
る
宗

最
も
選

で
･
含
油
暦
は
砂
岩
か
又
は
慧

讐

砂
岩
が
最
も
多

い
,
油
警

新
潟
櫛
油
田
に
禁

ラ
フ
イ
ン
系
軽
警

も
の
が
参
上

飲
倒
楳
油
田
に
は
'
ア
…

ア
〝
ト
墓

質

の
も
の
が
多
い
傾
き
が
あ
る
0
北
海
道
並
に
壷
轡
の
石
油
は
何
れ
も
軽
質
油
で
あ
る
｡

統
語

本
邦
讐

物
中
主
苦

る
も
の
の
蔓

､
世
詰

問
申
北
米
墓

図
㌧
以
大
利
に
つ
ぎ
'
本
邦
悪

が

竺

位
富

む
,
硫
黄
讐

分
布
は
管

-

･
北
海
道
の
中
部
･
西
部
か
ら
､
南
普

本
の
内
背
､
井
に
北
芸

の
外
背
･
千
島
･
望

,
鷲

の
各
火
山
帯
に
慧

し
,
毒

は
大
望

山
讐

あ
る
が
'
朝
鮮
､
樺
太
に
は
著
し

い
産
地
が
禁

､
就
中
北
窪

は
賃

の
意

地
で
這

些

岩
雄
準

熊
泊
,
鹿
部
'
幌
別
等
の
讐

が
あ
-
.

本
州
東
北
部
に
は
･
赤
倉
,
聖

,
沼
尻
､
那
須
･
中
蒜

に
は
,
警

･
高
井
,
九
州

には
九
雷

､
硫
鷲

あ

ホ
ク
JL

り
･
轟
暫
大
屯
山
附
近
の
北

投

は
主
要
な
産
地
で
あ
る
.

硫
帝
の
餌
床
は
,
何
れ
も
火
山
に
銅
係
あ
り
･
其
出
発
方
に
左
の
四
種
が
あ
る
.

(
〟
)票

孔
か
ら
噴
出
す
る
嘉

よ
鼻

糞
し
て
,
附
淀
の
薯

の
外
皮
-

是

は
岩
石
中
に
慧

し
.
或
は
岩

石
を
審
欄
交
代
せ
る
も
の
｡

本
邦
銀
産
物
主
i1
繊
蹄
の
地
規
的
分
布

Itm

六
1



地

球

第
十
奄

解
式
幼

名

八

六
二

八
二
)常
融
し
た
謙
葦
が
溌
士
ビ
通
じ
て
流
れ
た
も
の
､
又
は
硫
黄
片
の
捌
出
せ
ら
れ
た
も
o
o

(≡
)火
山
湖
又
は
池
に
硫
黄
が
沈
積
し
て
暦
を
為
せ
も
も
の
｡

(
四
)硫
質
泉
か
ら
沈
澱
し
た
も
の
｡

こ
の
節
四
も
の
は
少
畳
で
'
薬
用
に
供
せ
ら
る
る
に
過
ぎ
t･Ib
い
.

石
墨

又
は
韻
飴
ど
も
い
ふ
､
本
邦
宮
城
､
岐
阜
､
石
川
､
宮
山
､
鹿
児
島
の
語
順
に
あ
る
が
其
産
出
は
頗
る
微

々
た
る
も
の
で
あ
る
.
朝
鮮
に
は
平
安
北
造
､
威
鋸
南
遣
､
慶
葡
北
道
等
に
其
産
地
が
多
い
､
母
岩
は
枇
し
て
片
麻

岩
で
あ
る
｡

鯛

鮮

得
水
銀
山

盛
佃
北
道

伏
木
騎
山

永
典
東
山

成
鋸
南
道

場

漆

黒

石

嶺

威
鋸
商
遣

平
安
北
造

仝

上

こ
の
他
年
安
北
道
昌
城
郡
'
汀
界
郡
等
ま
わ
も
産
出
す
る

横
領

沖
縄
渚
島
､
小
笠
原
島
.
石
川
豚
よ
･り
産
出
す
る
.

ラ
サ
島
(
沖
縄
)､
北
大
東
島
(沖
縄
)､
南
鳥
島
(
小
笠
原
群
島
)'
多
木
火
打
谷
(
石
川
)､
牛
之
浦
(石
川
)

ラ
サ
島
の
燐
鉱
は
'
明
治
珊
九
年
恒
膝
博
士
の
発
見
に
係
-
､
爾
凍
漸
次
産
額
を
槍
加
L
t
之
が
馬
に
燐
鋸
の
輸
入

を
減
ず
る
に
至
っ
た
､
錬
成
は
､
調
瑚
石
衣
岩
が
鳥
数
に
因
り
燐
館
化
し
た
も
の
で
､
燐
酸
の
含
有
率
は
七
三
割
六

分
に
適
し
た
良
餅
で
-
､

金
島
に
敷
嬉
し
で
屠
る
､南
鳥
島
の
燐
餅
は
ー
刑
瑚
風
塵
岩
が
鳥
発
で
姉
錬
化
し
た
-
の
で
ゐ



る
､
龍
茸
牛

ノ
浦
の
燐
鶴
は
第
三
紀
の
砂
岩
-
凝
次
岩
中
に
安
山
岩
が
あ

り
ー
其
上
に
堆
積
せ
る
月
数
簡
中
に
燐
僻

が
管
状
を
為
し
､
厚
さ
は

一
定
し
な
い
'
志
摩
に
あ
る
の
は
'

向
南
郷
珂
郡
の
は
第
三
紀
層
中
に
球
酒
状
を
籍
し
て
散
在
し
､

燐
蟹
が
満
俺
躯
ビ
共
に
古
座
瞥
珪
岩
中
に
准

-
'
日

品
位
劣
等
で
あ
る
.0

ぎ

一､一手

●t
蔓

lt
●■

新

著

紹

骨

書
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0
密
士
の
地
理
と
地
質

石
原
初
太
郎
新

市
今
背
院
汲
行

先
慣
凹
蜘
端
折
組

本
音
は
背
教
が
甘
博
大
靴
蟻
川
醐
靴
の
依
嘱
に
依
り
'
多
咋
拍
盗
討

兜
の
紬
典
払
拭
士
研
究
地
番
の
節
五
郎
と
し
て
稲
井
せ
ら
れ
た
も
り
で

射
版
川
音
耳
､
巾
に
弟
耀
な
る
i:=
士
金
潜
瀦
尻
(
日
給
)
'
･廿=
･h.山
地
盟

問
'
舘
土
山
縦
断
河
阿
'
揃
ii側
火
山
脚

'故
山
迫
距
離
似
斜
比
収
樹
'

i:=
土
山
放

り
過
氾
路
師
何
問
'
申
氾
師
岡
問
等
二

〇
九
の
紙
屋
叉
は
閉

舵
か
押
入
し
'
兜
づ
班
払
拭
ij山
の
限

外
.･B
寮
､行
政
院
割
r1
起
し
'

附
妃
の
地
形
､
地
班
'
地
他
鶴
追
払
諭
し
'
定
に
弛
ん
で
欝
士
火
山
脈

か
ら
'
符
i人山
の
燐
火
'
地
rf.脱
現
象
.
其
の
形
態
'
水
系
'
慌
出
物
'

山
地
秘
法
斡
み
詳
記
L
t
叔
後
に
紙
毅
'
粍
柴
'
発
泡
の
細
雄
項
A
･惑

-
網
抑
給
油
し
､
井
川
に
は
封
水
の
鴇
多
歌
人
詩
碑
の
名
什
わ
沖
山
押

入
し
て
あ
っ
て
'
誤
射
は
朴
蝉
的
に
噌祖
般
=L
外
的
の
名
山
に
関
す
る
恕

訊
ね
収
…付
す
る
と
同
峰
に
､

作曲
的
､
文
蝉
的
の
賦
払
私
も
煉
ふ
邸
が

F.
氷
る
､
紀
械
邸
攻
に
火
部
分
新
教
の
衰

地
胎
盤
に
係
る
も
の
で
あ
る

か
ら
'
珊
班
で
且

つ

粥
隙
に
泣
叫
で
'託
山
新
は
苑
非
兜
づ
以
て
必
ず
之

帥
川

野

細

入
什

私

7
諌
す
べ
き
で
あ
る
'
蔓

的
ほ
秤
々
の
仕
班
'
方
向
か
ら
欝
士
わ
畔

に
準
b
れ
た
も
の
で
'
見
耶
な
珍
放
い
の
が
多
い
が
.
納
舵
の
I不
-;
舵

な
結
め
鮮
明
で
鈍
い
の
が
多

い
の
は
迫
憾
で
あ
る
｡
熔
岩
の
記
雅
は
可

な
り
評
し
い
が
'
出
岩
蚊
物
の
性
斑
の
記
串
が
簡
略
で
､
斜
長
石
雑
損

石
鞘
石
韓
の
雅
雄
上
訴
性
斑
の
如
き
は
､
伐
り
琳
門
的
に
鵜
る
の
み
考

慮
掌
り
れ
た
も
の
か
'
記
織
の
如

い
事
項
が
あ
る
の
ほ
'
特
に
此
方
田

に
興
味
私
有
す
る
親
番
は
'
鵡
分
仲
兄
ら
如
さ
私
感
せ
し
め
る
で
あ
ら

う
｡
範
象
と
産
米
究
池
1
.
約

7
七
〇
京
の
評
醐
七
草
-
経
つ
i1
記
述

の

岬

に
歴
史
的
の
故
邸
が
虜
々
に
あ

み
込
ま
れ
て
あ
っ
て
'
訊
ん
で
田

内
-
'
此
方
間
%
':二
の
抑
参
考
資
料
で
あ
る
｡
(
I
)

0

倍

州
高

遠

地

方

の
地

質

牛
丸
摘
太
郎
帝
都

版
五
九
五

十
五
祐
介
一地
g
L即
､
岩
石
細

片
銘
員
Tl
ロ
ー
タ
イ
プ
脹
凹
柴
附

昭
利
三
咋
六
月

借
地
教
育
令
上
伊
那
部
骨
独
行

.非
蛍
｡=IJ
(伊

那
町
間
食
に
申
払
め
け
班
劫
登
仙
に
て
受
試
し
柑
る
な
ら
ん

)

商
泣
町
田
近
の
地
封
は
日
本
地
質
歩
数
肝
の
時
代
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
.i

原
E
t
小
港
謝
頻
出
に
よ
っ
て
牲
恵
み
怒
か
れ
､
彼
に
は
比
企
､
小
川

大
勝
の
甜
博
士
に
よ
っ
て
調
速
さ
れ
た
O
勅
介
射
J
称
て
鉛
槌
払
北
の

附
妃
に
揮
っ
た
額
で

あ
る
が
'
地
蟹
の
柵
関
越
は
t-1
仰
す
べ
-
放
り
に

雛
か
し
い
J
の
で
あ
っ
て
､
其
の
聞#
明
は
摘
=
本
の
地
組
雛
追
給
に
大

r.
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